
く
か
と
い
う
議
論
が
始
ま
っ
た
と
い
う

例
も
あ
り
ま
す
。
全
国
各
地
で
地
域
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
が
、
地
域
に

お
い
て
「
支
え
合
う
住
み
よ
い
社
会
」

す
な
わ
ち
、
地
域
共
生
社
会
づ
く
り
の

ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

活
動
強
化
週
間

　
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
は
、

済
世
顧
問
の
設
置
に
関
す
る
規
程
が
公

布
さ
れ
た
の
が
５
月
12
日
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
毎
年
５
月
12
日
を
「
民
生
委
員・

児
童
委
員
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
日
か
ら
の
１
週
間
（
５

月
12
日
～
18
日
）
を
「
活
動
強
化
週
間
」

と
定
め
、
民
生
委
員
児
童
委
員
制
度
や

そ
の
役
割
を
積
極
的
に
P
R
す
る
期
間

と
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
な
り
手
不
足

で
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
不
在
の
地

域
で
は
見
守
り
活
動
が
行
き
届
か
な
い

恐
れ
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
中
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
存
在
や
活
動
を
、

よ
り
多
く
の
人
々
に
知
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
全
国
各
地
に
お
い
て
様
々
な
広

報
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
賀
城
市
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
の
取
組

　
令
和
６
年
度
、
宮
城
県
内
各
市
町
村

民
児
協
及
び
宮
城
県
民
児
協
で
は
、
活

動
強
化
週
間
の
取
組
と
し
て
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
、
児
童
の
登
下
校
の
見

守
り
、
あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
様
々
な
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
多
賀
城

市
民
児
協
で
は
、
以
下
の
取
組
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

❶�

市
の
５
月
号
及
び
市
社
協
の
４
月
号

広
報
誌
に
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
日
」
の
記
事
を
掲
載
し
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
役
割
を
地
域
住
民

へ
広
く
周
知

❷�

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
が

作
成
し
た
P
R
動
画
を
市
役
所
ロ

ビ
ー
で
放
映
、
市
の
公
式
L
I
N
E

を
活
用
し
配
信

❸�

地
区
掲
示
板
や
集
会
所
に
P
R
ポ
ス

タ
ー
を
掲
示

❹�

市
役
所
や
多
賀
城
駅
前
に
の
ぼ
り
旗

を
設
置
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

自
身
の
役
割
を
記
載
し
た
チ
ラ
シ
や

名
入
り
マ
ス
ク
を
地
域
住
民
に
配
布

お
わ
り
に

　
活
動
強
化
週
間
の
取
組
は
、
地
域
住
民

が
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
を
身
近

な
も
の
と
感
じ
る
と
と
も
に
、
そ
の
制
度

や
役
割
を
知
り
、
さ
ら
に
は
、
な
り
手
の

確
保
に
も
つ
な
が
る
素
晴
ら
し
い
も
の
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
よ
る
、
地

域
の
幅
広
い
関
係
者
と
連
携
し
、
住
民

に
寄
り
添
う
日
々
の
活
動
は
、
本
会
で

も
推
進
し
て
い
る
「
地
域
共
生
社
会
の

実
現
」
の
重
要
な
取
組
と
な
り
ま
す
。

　
本
会
で
は
、
宮
城
県
民
児
協
と
の
連

携
を
深
め
『
誰
も
が
身
近
な
地
域
で
安

心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
』
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
と
と

も
に
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

が
、
県
民
一
人
一
人
に
理
解
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
福
祉
の
充
実

に
つ
な
が
る
よ
う
情
報
を
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

▲多賀城市役所ロビーでの広報活動の様子

▲多賀城市役所にのぼり旗・活動を記録したパネルを設置
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　
民
生
委
員
制
度
は
、
大
正
６
年
に
岡

山
県
で
誕
生
し
た
「
済
世
顧
問
制
度
」

を
始
ま
り
と
し
ま
す
。
戦
後
（
昭
和
21

年
）、
民
生
委
員
令
の
公
布
に
よ
り
名
称

が
現
在
の
「
民
生
委
員
」
に
改
め
ら
れ
、

平
成
29
年
に
、
民
生
委
員
制
度
は
済
世

顧
問
制
度
創
設
か
ら
1
0
0
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に
基
づ

き
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

非
常
勤
の
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。

給
与
の
支
給
は
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民

生
委
員
は
児
童
福
祉
法
に
定
め
る
児
童

委
員
を
兼
ね
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
人
格
識

見
高
く
、
広
く
地
域
の
実
情
に
通
じ
、

社
会
福
祉
の
増
進
に
熱
意
の
あ
る
人
な

ど
、
民
生
委
員
法
に
定
め
る
要
件
を
満

た
す
人
が
委
嘱
さ
れ
ま
す
。
市
町
村
ご

と
に
設
置
さ
れ
る
民
生
委
員
推
薦
会
に

よ
る
選
考
な
ど
、
公
正
な
手
続
き
を
経

て
推
薦
、
委
嘱
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
児
童
委
員
制
度
は
全
国
統
一

の
制
度
で
あ
り
、
全
て
の
市
町
村
に
お

い
て
、
一
定
の
基
準
に
従
い
定
数
が
定

め
ら
れ
、
令
和
４
年
度
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
一
斉
改
選
で
は
、
2
2
5
、

3
5
6
人
が
委
嘱
さ
れ
全
国
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
自
ら
も

地
域
住
民
の
一
員
と
し
て
、
住
民
の
介

護
や
医
療
の
悩
み
、
生
活
困
窮
、
子
育

て
の
不
安
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
家
庭
へ
の
訪
問
や
見
守

り
、
居
場
所
づ
く
り
の
サ
ロ
ン
活
動
な

ど
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
地
域
住
民

と
行
政
や
専
門
機
関
と
の
つ
な
ぎ
役
と

し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

地
域
共
生
社
会
と
民
生
委
員

児
童
委
員
の
関
わ
り

　
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
で

は
、
令
和
４
年
３
月
、
地
域
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
た
民
生
委
員
活
動
、
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
（
以
下
、「
民

児
協
」
と
い
う
。）
活
動
の
考
え
方
を
整

理
し
、
地
域
で
社
会
福
祉
の
増
進
に
努

め
る
民
生
委
員
が
、
活
動
の
中
で
地
域

共
生
社
会
の
実
現
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
か
を
整
理
し
た
行
動
方
針
を
ま
と

め
ま
し
た
。
あ
る
地
域
で
は
、
時
折
大

き
い
声
を
出
す
住
民
に
つ
い
て
、
近
隣

住
民
か
ら
民
生
委
員
に
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
、
隣
人
ト
ラ
ブ
ル
に
至
っ
て
い
る
と

い
う
生
活
課
題
に
気
づ
き
、「
支
援
が
必

要
な
人
」
と
し
て
民
児
協
に
情
報
提
供

し
た
こ
と
か
ら
支
援
が
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
民
児
協
事
務
局
で
あ
る

町
の
社
会
福
祉
協
議
会
で
、
ひ
と
り
暮

ら
し
で
近
く
に
頼
れ
る
人
も
い
な
い
住

民
が
増
加
し
て
い
る
課
題
に
対
し
て
、

今
後
ど
の
よ
う
に
支
援
を
強
化
し
て
い

　民生委員・児童委員は、制度の創設から100年以上にわたり、常に住民の身近な相談相手として
地域社会を支えてきました。昨今、家族や地域コミュニティのつながりが薄れていると言われるな
かで、見守りや支援へのつなぎ役を担う民生委員への期待は高まっています。

特　集

民生委員児童委員制度と
活動のご紹介
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